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報道関係者各位 

2023 年 8 月 10 日 

株式会社ハウスボートクラブ 

 

【墓じまいに関する調査】 60％がお盆に墓参りを予定 

お墓参り文化が残る中、墓じまいを検討する人も 48％に 

「負担が減って楽になる」が最多 

 

墓じまいから遺骨整理までをトータルコーディネートするサービス「お墓の引越し＆墓じまいくん」を

運営する株式会社ハウスボートクラブ（本社：東京都江東区、代表取締役社長：赤羽 真聡、以下「当社」）

は、2023 年 7 月 18 日～19 日に墓じまいに関する意識調査をおこないました。 

（URL：https://hbclub.co.jp/news/20230810-1268/） 

 

 

■実施の背景 
墓じまいとは、先祖のお墓からご遺骨を取り出して、墓石を撤去する一連の作業を指します。少子化や

核家族化が進む現代の日本において、お墓の跡継ぎや墓守不足の問題が深刻化しています。時代背景の

変化とともに、お墓を守る価値観や文化も変わりつつあることや、ご供養・埋葬の方法が多様化している

ことなどから、墓じまいを検討、選択する人も少なくありません。 

 そこで当社では、墓じまいという言葉を知っている 871 名を対象に、墓じまいに関する意識調査を実

施いたしました。 
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■調査概要 
調査名 ：墓じまいに関する調査（2023 年） 

調査対象 ：20 歳以上の男女、墓じまいという言葉を知っている人 

調査期間 ：2023 年 7 月 18 日（火）～7 月 19 日（水） 

調査方法 ：インターネット 

有効回答 ：871 名（20~59 歳 430 名、60 歳以上 441 名） 

URL：https://hbclub.co.jp/news/20230810-1268/ 

※回答結果（％）は小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示しているため、合計数値が 100％

にならない場合があります。 

 

 

■調査トピック 
1. お墓参りの頻度「毎週」、「毎月」、「年に数回」は 56％ 

2. 60％が「今年のお盆にお墓参りの予定がある」と回答 

3. 墓じまいを検討している、または過去に検討していた人は 48％に 

4. 墓じまいの検討理由は「子どもに迷惑・負担をかけたくないから」が最多 

5. 墓じまいをしたら「負担が減って楽になる」が最多 

 

 

■調査結果 
1．お墓参りの頻度「「毎週」、「毎月」、「年に数回」は 56％ 

 

年 1 回以上墓参りをする人（毎週・毎月・年に数回・年一回）は 74％となりました。うち、12％は毎週・毎月

墓参りをしているという結果となりました。一方で、お墓参りの頻度が低い「数年に 1 回」、「ほとんど行っ

ていない」、「全く行っていない」は 26％でした。墓じまいを検討する・しないに関わらず、現状は多くの人

が定期的にお墓参りをして供養をされていることがわかりました。 
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2．60％が「今年のお盆にお墓参りの予定がある」と回答 

 

今年のお盆にお墓参りを予定している人は全体の 60％となりました。お墓参りを通して供養をする人が

半数以上にのぼり、供養・埋葬の方法が多様化している昨今でも、お墓参りの意識や文化は根強く残って

いることがわかりました。 

 

 

3．墓じまいを検討している、または過去に検討していた人は 48％に 
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全体の 48%が「墓じまいを検討している、または過去に検討していた」という回答になりました。「墓じまい

をしたことも検討したこともない」は 34％にとどまる結果となりました。 

 

4．墓じまいの検討理由は「子どもに迷惑・負担をかけたくないから」が最多 

 

墓じまいを検討している、または検討したことがあると回答した人の理由は「子どもに迷惑・負担をかけたく

ないから」が最多の 27％となりました。子孫に迷惑をかけたくないという想いを持つ人の年代別の割合をみ
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ると、65 歳以上が 58.1％で最も多く、子どもたちへの気遣いが見て取れる結果となっています。 

一方で、「管理費などの費用が高額だから」と回答した 20 歳～29 歳の人は 50％にのぼり、長期にわたって墓

守をすることに対して費用面でのハードルが高いと考えていることがわかりました。 

 

 

5．墓じまいをしたら「負担が減って楽になる」が最多 

 

墓じまいをしたら「負担が減って楽になる」が最多の 28％、次いでお墓がなくなっても「気にならない」が

23％の結果となりました。一方で、「家族（先祖）に申し訳ない」の回答も 19％あり、個人によってお墓の捉

え方が異なることがわかりました。 

 

■全体考察 

今回の調査により、「今年のお盆にお墓参りの予定がある」人は 60％であったことから、日本において、お

盆にお墓参りをする文化は根強く残っていることがわかりました。一方で、墓じまいを検討する人は 48％と

なり、高齢者は「子どもに迷惑や負担をかけたくない」、若年層は「お墓の管理費などの費用が高額だから」

という理由であったことから、世代間でお墓の捉え方が異なる傾向にあることも明らかになりました。 

 供養や埋葬の方法も多種多様となり、すべての方がお墓に入るわけではなくなっている現代において

は、「個人が自由に葬送を選択できること」が重要ではないでしょうか。 

 

■代表者コメント 

「お墓の引越し＆墓じまいくん」は 2007 年から海洋散骨のサービスに従事してきた当社が、今年 5 月より新

たに展開を始めたサービスです。すでに月 150 件ほどのご相談を全国から受けており、お参りしやすい場所に

お墓を引越しするほか、最近人気が高まっている樹木葬や海洋散骨などの供養方法を選択される方も多くいら

っしゃいます。お客様より寄せられる様々なご相談や、世間でもお墓の後継ぎ問題が叫ばれていることから、

この機会に改めて生の声を調査することといたしました。 

実際、今年お墓参りを予定している方が 6 割に上る結果となり、我々が予想していた以上にお墓参りの文化が

大切にされていることがわかりました。一方で、墓じまいを検討中または検討されたことがある方も全体の半
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数近くいらっしゃり、世代によりその検討理由に大きな違いが見受けられました。世代が変われば価値観も変

化、または新しい価値観が生まれていきます。お墓の形やスタイルの問題ではなく、大切にしたいのは故人に

向かって手を合わせるその気持ちだと当社は考えていますので、お墓という方法に限らず、ライフスタイルに

合わせて幅広い選択肢があることをぜひ知っていただきたいと思います。何から始めていいかわからない方も

多くいらっしゃいますので、どんなご相談でも当社にご連絡いただければ真摯に対応させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ハウスボートクラブ 

代表取締役社長 赤羽 真聡 

 
 
■会社概要 

株式会社ハウスボートクラブ 
2007 年の創業以来、海洋散骨事業「ブルーオーシャンセレモニー」を主軸とし、海洋散骨のフロン

トランナーとして成長を続けている。『従来の価値観にとらわれない自由な選択肢を世の中に提供す

る』をビジョンに掲げ、お別れ会プロデュース事業「Story（ストーリー）」、思い出に残る体験を提供す

る旅行事業「えんの旅」、改葬手続き・お墓の引越しサポート「お墓の引越し＆墓じまいくん」の 4 つ

のサービスを通して「自分らしい」最期を自分でデザインするお手伝い、また、大切な人との心が触れ

合う機会を提供する。 

 

【設立】  2007 年 2 月 15 日  

【代表】  代表取締役社長 赤羽 真聡 

【住所】  東京都江東区住吉 1-16-13 リードシー住吉ビル 3F 

【従業員】 23 名（2023 年 7 月時点） 

【事業内容】  

【１】 汽船を使用したセレモニー及び、各種クルーズの企画運営 

【２】 終活支援、相談業務 

【３】 ライフエンディングに関する各種イベントの企画運営 

【４】 旅行業法に基づく旅行業 

【URL】  https://hbclub.co.jp/ 
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＜ハウスボートクラブの SDGs について＞ https://blueoceanceremony.jp/sdgs/ 

ハウスボートクラブは、2007 年の創業以来、葬送を通じて「海」との関わり合いを続けてきました。 

「海を守ろう」という SDGs の言葉をより⾝近に感じるべき事業者の責務として、事業を通じて海の大切

さを伝えるとともに、課題解決に取り組んで参ります。 

 

 

 

＜本件に関する報道関係からのお問い合わせ先＞ 

株式会社ハウスボートクラブ 広報事務局 

TEL：03-5411-0066 FAX：03-3401-7788 E-Mail：pr@netamoto.co.jp 

担当：小室（携帯：090-5537-8309） 担当：福土（携帯：080-6538-6292） 

 

＜各種サービスに関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ハウスボートクラブ  

TEL：03-6659-9801 E-Mail：info@hbclub.jp 

担当：畑山花朱美 

 


